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杉並区議会ホームページの　 　から本会議・決算特別委員会の動画をご覧になれます。　

決算特別委員会では、区への質疑を通じて平成２８年度事業の実績や効果等を確認しました。写真は、小中学生がオリンピ
ック選手との交流やパラリンピック種目を体験して学ぶ「チャレンジ・アスリート事業」の様子。

　

第
３
回
定
例
会
は
、
９
月　

日
か
ら　

月　

日
ま
で　

日
間
の
会
期
で
開
か
れ

１１

１０

１３

３３

ま
し
た
。
初
日
か
ら
４
日
間
は
、　

名
の
議
員
が
区
政
一
般
に
つ
い
て
質
問
し
ま

２１

し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
平
成　

年
度
各
会
計
決
算
の

２８

審
査
を
行
い
、
全
て
を
認
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
補
正
予
算
２
件
、
条
例
９
件
、

契
約
１
件
、
意
見
書
な
ど　

議
案
の
審
議
を
行
い
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

１３

し
た
（
審
議
の
結
果
は
８
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

平
成　

年
度
の
事
業
を
審
査
し
、

２８

決
算
を
認
定
し
ま
し
た

第3回定例会
平成29年

区政を問う　一般質問 …………２～５
委員会の活動報告、議案審査Ｑ＆Ａ、
行政視察 ………………………………５
決算についての意見発表など … ６・７
議案等の概要と審議結果など ………８

今号の掲載内容
第４回定例会
１１月１６日（木）から１２月６日（水）［予定］

本会議・委員会はどなたでも傍聴できます。本会議は、区議会ホーム
ページで中継（ライブ・録画）もしています。どうぞご利用ください。
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会
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2NO.２３８ 平成２９（２０１７）年１１月１５日

一般質問一般質問
区政を問う 　区政全般にわたり、区長をはじめ

とする執行機関に対して行う質問を
一般質問といいます。
　９月１１日～１４日に２１名が質問しま
した。その要旨をお知らせします。

≪会派名≫
自民／杉並区議会自由民主党　公明／杉並区議会公明党　未来／区民フォーラムみらい
平和／いのち・平和クラブ　共産／日本共産党杉並区議団　自無／自民・無所属クラブ
杉わ／杉並わくわく会議　共生／共に生きる杉並　美杉／美しい杉並　無／無所属　維新／日本維新の会

 

道
徳
の
教
科
化
に
関
し
、
教
育

委
員
会
は
、
ど
の
よ
う
な
人
材
を
育

成
し
社
会
に
送
り
出
そ
う
と
し
て
い

る
の
か
、
見
解
を
問
う
。

 

教
科
化
に
伴
い
「
考
え
る
道

徳
」「
議
論
す
る
道
徳
」
へ
と
転
換
さ

れ
た
こ
と
は
大
変
意
義
が
あ
る
。
平

和
で
民
主
的
な
国
家
お
よ
び
社
会
の

形
成
者
と
し
て
必
要
な
資
質
を
備
え

た
人
を
育
成
し
て
い
く
。

 

日
本
で
は
、
毎
日
５
０
０
人
の

お 
腹 
の
中
の
小
さ
な
命
が
中
絶
に
よ

な
か

っ
て
亡
く
な
っ
て
い
る
。
学
校
で
は

胎
児
の
生
命
の
尊
重
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
教
育
を
行
っ
て
き
た
の
か
。

 

区
独
自
に
「
い
の
ち
の
教
育
月

間
」
を
設
定
し
、
生
命
尊
重
を
テ
ー

マ
と
し
た
公
開
授
業
や
赤
ち
ゃ
ん
と

の
ふ
れ
あ
い
体
験
な
ど
各
学
校
で
特

色
あ
る
取
組
を
実
施
し
て
い
る
。

 

北
朝
鮮
は
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発

射
し
、
水
爆
実
験
も
行
っ
た
。
ス
イ

ス
で
は
核
シ
ェ
ル
タ
ー
普
及
率
が
１

０
０
％
だ
が
、
日
本
は
０
・
０
２
％
。

区
民
の
安
全
を
考
え
、
公
共
施
設
等

を
建
て
る
時
に
地
下
の
活
用
を
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

ミ
サ
イ
ル
攻
撃
に
は
状
況
に
応

じ
た
避
難
行
動
を
取
る
こ
と
と
な
り
、

多
く
の
区
民
が
地
下
を
利
用
す
る
の

は
困
難
と
考
え
る
。

問答問答問答
道
徳
の
教
科
化
、
生
命
尊

重
、
区
民
の
安
全
安
心
に

つ
い
て

松
浦
芳
子

（
自
無
）

 

地
震
被
害
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
背
景
や
目
的
は
何
か
。

 

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
が
、
震
災
を
「
自
分
ご
と
」

と
し
て
捉
え
、
自
分
や
家
族
の
生
命

の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
安
全
性
を
向

上
さ
せ
る
た
め
に
狭
あ
い
道
路
の
拡

幅
や
自
宅
の
耐
震
化
・
不
燃
化
の
必

要
性
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
る
き

っ
か
け
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

 

区
中
央
東
部
（
成
田
東
・
松
ノ

木
・
堀
ノ
内
な
ど
）
で
延
焼
被
害
が

大
き
い
と
予
想
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。

 

木
造
建
物
の
割
合
が
比
較
的
高

い
こ
と
や
延
焼
遮
断
帯
と
な
る
幅
の

広
い
道
路
や
空
き
地
が
少
な
い
こ
と
、

予
測
震
度
が
６
強
の
地
域
は
出
火
の

危
険
度
が
高
い
こ
と
な
ど
が
、
主
な

理
由
と
考
え
て
い
る
。

 

避
難
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
検

討
も
始
ま
っ
た
と
聞
く
が
、
内
容
は
。

 

今
回
公
表
し
た
結
果
を
踏
ま
え
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
被
害
や
避
難
者
予
測

な
ど
に
つ
い
て
、
よ
り
精
度
の
高
い

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
も

の
。
よ
り
現
実
的
な
震
災
対
策
を
区

民
に
見
え
る
形
で
示
し
て
い
く
。

 

地
震
被
害
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

結
果
を
施
策
に
ど
う
反
映
す
る
の
か
。

 

対
策
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
、

今
後
の
方
策
を
検
討
し
て
い
る
。

問答問答問答問答
「
倒
れ
な
い
、
燃
え
な
い
、

燃
え
広
が
ら
な
い
」
ま
ち

づ
く
り
へ

渡
辺
富
士
雄

（
公
明
）

 

保
育
園
の
利
用
調
整
の
指
数
に

関
し
、
育
児
休
業
取
得
を
進
め
る
上

で
の
検
討
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

 

育
児
休
業
を
取
得
す
る
こ
と
が

入
所
に
有
利
に
働
く
よ
う
に
調
整
指

数
を
見
直
す
な
ど
、
新
た
な
仕
組
み

を
平
成　

年
４
月
に
導
入
す
る
予
定
。

３０

 

区
が
来
春
ま
で
に
調
整
を
行
う

と
し
た
、
小
規
模
保
育
所
等
の
３
歳

以
降
の
受
け
入
れ
先
の
状
況
を
問
う
。

 

小
規
模
保
育
所
等
卒
園
後
の
受

け
入
れ
は
、
特
定
の
保
育
園
で
は
数

的
に
限
界
が
あ
る
た
め
、
区
内
認
可

保
育
園
を
連
携
施
設
と
位
置
付
け
、

利
用
調
整
を
行
う
方
向
で
検
討
中
。

 

児
童
虐
待
対
応
件
数
が
統
計
以

来
最
多
を
更
新
し
て
い
る
。
区
の
児

童
相
談
所
準
備
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

 

移
管
に
伴
う
都
区
の
調
整
は
ま

だ
十
分
で
は
な
い
が
、
身
近
な
地
域

に
お
い
て
迅
速
か
つ
機
動
力
の
あ
る

相
談
体
制
の
構
築
が
必
要
。
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
充
実

し
、
虐
待
の
通
告
受
理
・
相
談
や
継

続
的
な
支
援
等
を
行
う
体
制
を
整
え
、

将
来
の
児
童
相
談
所
の
円
滑
な
移
管

に
も
役
立
て
て
い
く
。

 

不
登
校
対
策
と
し
て
の
家
庭
教

育
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

 

 
教 
育
Ｓ
Ａ
Ｔ
や
家
庭
教
育
講
座

※
１

等
を
通
し
て
、
支
援
に
努
め
て
い
く
。

問答問答問答問答
保
育
施
策
と
切
れ
目
の
な

い
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

今
井
ひ
ろ
し

（
自
民
）

 

民
泊
を
全
国
的
に
解
禁
す
る

「
民
泊
新
法
」
が
今
年
６
月
に
国
会

で
成
立
し
た
が
、
施
行
日
は
い
つ
か
。

 

来
年
６
月
に
施
行
す
る
方
針
と

観
光
庁
よ
り
確
認
し
て
い
る
。

 

無
許
可
営
業
の
違
法
民
泊
に
関

す
る
区
民
か
ら
の
苦
情
数
と
内
容
は
。

 

　

年
度
８
件
、　

年
度　

件
、

２７

２８

８３

　

年
度
現
在　

件
。
夜
中
の
騒
音
や

２９

４１

不
適
切
な
ご
み
出
し
等
が
主
な
内
容
。

 

民
泊
新
法
へ
の
期
待
と
効
果
は
。

 

違
法
民
泊
の
減
少
に
効
果
を
発

揮
す
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
外
国
人

宿
泊
者
の
滞
在
を
地
域
活
性
化
に
つ

な
げ
る
視
点
が
大
切
に
な
る
。

 

住
居
専
用
地
域
で
の
民
泊
事
業

解
禁
が
住
環
境
に
与
え
る
影
響
は
。

 

公
衆
衛
生
の
悪
化
や
住
民
ト
ラ

ブ
ル
の
発
生
を
国
が
想
定
。
区
民
か

ら
も
住
環
境
の
変
化
を
懸
念
し
、
学

校
周
辺
で
の
規
制
要
望
が
あ
る
。

 

民
泊
新
法
の
行
政
事
務
を
都
に

代
わ
り
区
が
行
う
意
向
は
あ
る
の
か
。

ま
た
住
居
専
用
地
域
に
お
け
る
良
好

な
住
環
境
を
保
持
す
る
観
点
か
ら
、

区
独
自
の
条
例
を
制
定
し
民
泊
事
業

の
実
施
地
域
を
規
制
す
べ
き
で
は
。

 

権
限
移
譲
や
区
独
自
の
上
乗
せ

規
制
条
例
の
制
定
は
、
今
後
国
か
ら

示
さ
れ
る
政
省
令
等
の
内
容
を
踏
ま

え
、
早
急
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問答問答問答問答問答
全
国
で
民
泊
解
禁
鎧
地
域

活
性
化
と
良
好
な
住
環
境

の
調
和
を
図
れ

藤
本
な
お
や

（
自
無
）

 

心
停
止
の
発
生
場
所
は
７
割
が

住
宅
内
と
言
わ
れ
る
。
豊
島
区
で
実

証
実
験
が
行
わ
れ
た
救
命
率
向
上
を

目
指
す
ア
プ
リ
の
利
用
な
ど
、
住
宅

内
で
の
心
停
止
対
応
に
主
眼
を
置
い

た
取
組
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

 

ア
プ
リ
の
活
用
は
新
た
な
取
組

と
認
識
し
て
い
る
。
課
題
も
あ
り
、

今
後
、
実
施
状
況
を
見
守
っ
て
い
く
。

 

住
宅
都
市
杉
並
に
お
い
て
、
住

宅
地
ほ
ど
救
命
率
が
低
い
心
停
止
へ

の
対
応
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
区
は

ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

 

自
宅
で
心
停
止
が
発
生
し
た
場

合
、
早
期
発
見
や
救
急
車
到
着
ま
で

の
初
期
対
応
が
課
題
。
か
か
り
つ
け

医
の
普
及
定
着
や
救
命
救
急
講
習
の

充
実
等
の
環
境
整
備
を
進
め
て
き
た
。

地
域
特
性
に
、
よ
り
密
着
し
た
初
期

救
急
対
応
力
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

 

 
住 
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
し
て

※
２

の
入
居
敬
遠
の
解
消
と
入
居
を
拒
ま

な
い
物
件
登
録
促
進
の
両
面
か
ら
、

建
物
一
棟
を
要
配
慮
者
専
用
と
す
る

一
棟
共
同
住
宅
の
登
録
を
後
押
し
す

る
制
度
の
整
備
を
検
討
し
て
は
。

 

有
効
な
方
策
の
一
つ
と
考
え
る

が
、
物
件
の
状
況
に
よ
り
多
額
の
改

修
費
用
が
必
要
な
場
合
も
想
定
さ
れ

る
の
で
、
国
等
の
動
向
も
見
な
が
ら

検
討
す
べ
き
課
題
と
考
え
て
い
る
。

問答問答問答
先
進
ア
プ
リ
導
入
に
よ
る

心
停
止
救
命
対
策
と
、
居

住
支
援
の
推
進
を大

泉
や
す
ま
さ

（
自
民
）

 

２
０
２
０
年
を
契
機
に
、
ス
ポ

ー
ツ
の
力
を
活
用
し
た
杉
並
区
の
活

性
化
に
つ
い
て
、
区
長
に
問
う
。

 

健
康
長
寿
の
実
現
や
地
域
の
課

題
の
解
決
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た

ア
プ
ロ
ー
チ
が
有
効
と
考
え
て
い
る
。

東
京
大
会
を
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、

ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
力
を
活
用
し
て
、

ま
ち
が
元
気
に
な
る
よ
う
に
一
段
と

力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

区
民
懇
談
会
の 
進  
捗 
状
況
は
。

し
ん 
ち
ょ
く

 

２
０
２
０
年
に
向
け
、
目
標
設

定
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ま
で
を
区
民

自
ら
が
考
え
る
取
組
で
、
こ
れ
ま
で

６
回
開
催
し
て
い
る
。
現
在
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
的
な
進
め
方
を

検
討
し
て
い
る
。

 

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
運
営
課
題
と
区
の
支
援
を
問
う
。

 

意
見
交
換
を
行
い
、
区
の
広
報

を
活
用
し
た
活
動
紹
介
や
ス
ポ
ー
ツ

ア
カ
デ
ミ
ー
事
業
の
修
了
者
等
を
ク

ラ
ブ
に
橋
渡
し
す
る
な
ど
、
ニ
ー
ズ

に
即
し
た
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

 

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

に
類
似
す
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
の

ク
ラ
ブ
化
に
向
け
た
支
援
を
問
う
。

 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
と
の

意
見
交
換
を
進
め
て
お
り
、
ク
ラ
ブ

化
へ
の
課
題
の
洗
い
出
し
や
支
援
の

方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

問答問答問答問答 「
杉
並
区
の
ス
ポ
ー
ツ
」を

主
題
に
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
等
を
問
う

大
熊
昌
巳

（
自
民
）

※１　教育SAT（スクール・アシスト・チーム）＝生活指導に秀でた、校長経験者、指導主事等の専門チームで、積極的な学校支援、児童・生徒支援を行う
※２　住宅確保要配慮者＝高齢者、低額所得者、子育て世帯、障害者、被災者等の住宅の確保に特に配慮を要する者
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掲載の質問と答弁は、一部を抜粋したものです。区議会ホームページから質疑応答の動画を質問者別にご覧になれます。

 

杉
並
区
国
民
保
護
計
画
の
内
容

は
自
然
災
害
や
テ
ロ
、
弾
道
ミ
サ
イ

ル
攻
撃
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
が
、
ど

の
よ
う
に
実
践
さ
れ
て
い
る
の
か
。

例
え
ば
地
震
で
は
、
ど
の
よ
う
に
避

難
す
る
よ
う
伝
え
て
い
る
の
か
。

 

ま
ず
自
宅
な
ど
で
身
の
安
全
を

図
り
、
必
要
な
場
合
に
は
震
災
救
援

所
へ
移
動
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

 

政
府
は
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
想
定

し
た
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
よ
う
通

知
し
た
が
、
区
の
解
釈
・
判
断
は
。

 

都
の
説
明
会
に
参
加
し
、
通
知

の
内
容
は
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
想
定

し
た
訓
練
実
施
の
検
討
に
つ
い
て
、

国
か
ら
の
依
頼
文
と
認
識
し
て
い
る
。

 

震
災
訓
練
で
建
物
の
外
に
避
難

す
る
行
動
と
、
ミ
サ
イ
ル
着
弾
の
際

に
建
物
の
中
へ
避
難
す
る
行
動
は
真

逆
で
あ
り
、
そ
の
た
め
弾
道
ミ
サ
イ

ル
を
想
定
し
た
訓
練
は
震
災
訓
練
と

は
別
に
行
う
べ
き
と
考
え
る
。
区
が

区
民
に
ミ
サ
イ
ル
の
避
難
訓
練
の
呼

び
か
け
を
し
な
い
理
由
は
何
か
。

 

各
地
域
で
実
施
し
て
い
る
防
災

訓
練
で
準
用
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

 

今
後
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
着
弾
を

想
定
し
た
図
上
訓
練
を
行
う
予
定
は

あ
る
の
か
。

 

職
員
を
対
象
と
し
た
本
部
運
営

に
係
る
図
上
訓
練
を
計
画
し
て
い
く
。

問答問答問答問答
区
民
の
生
命
・
財
産
を
守

る
為
、
杉
並
区
国
民
保
護

計
画
の
内
容
を
問
う小

林
ゆ
み

（
自
無
）

 

不
登
校
対
策
に
は
早
期
発
見
・

早
期
対
策
が
必
要
だ
。
家
庭
の
力
で

乗
り
越
え
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
と

聞
く
。
区
立
小
中
学
校
で
の
不
登
校

解
消
の
状
況
は
い
か
が
か
。

 

教
育
相
談
や
ふ
れ
あ
い
フ
レ
ン

ド
事
業
な
ど
で
個
々
に
応
じ
た
支
援

に
努
め
て
お
り
、
不
登
校
解
消
率
は

　

年
度　
・
４
％
、　

年
度　
・
４
％
、

２５

２０

２６

２９

　

年
度　

・
２
％
と
な
っ
て
い
る
。

２７

２５

 

家
庭
教
育
と
は
「
自
分
で
考
え

行
動
で
き
る
子
供
を
育
て
る
こ
と
」。

核
家
族
化
と
社
会
の
希
薄
化
の
中
、

家
庭
教
育
に
つ
い
て
保
護
者
に
啓
発

し
、
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
が
大
切

と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
は
。

 

社
会
全
体
で
家
庭
教
育
を
支
援

す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

は
欠
か
せ
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
取
組

を
充
実
・
発
展
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
。

 

子
供
の
外
遊
び
の
有
効
性
や
重

要
性
、
ま
た
プ
レ
ー
パ
ー
ク
事
業
の

成
果
と
今
後
に
つ
い
て
問
う
。

 

子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
す
る

上
で
、
屋
外
で
の
び
の
び
と
体
を
動

か
す
機
会
は
非
常
に
重
要
。
プ
レ
ー

パ
ー
ク
事
業
は
保
護
者
等
か
ら
も
高

い
評
価
を
得
て
お
り
、
今
後
は
よ
り

広
い
エ
リ
ア
で
子
ど
も
の
参
加
機
会

を
確
保
で
き
る
よ
う
、
事
業
の
充
実

・
発
展
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

問答問答問答
不
登
校
対
策
、
家
庭
教
育

支
援
、
子
供
の
外
遊
び
を

支
え
る
施
策
を
！

井
原
太
一

（
自
民
）

 

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
の
よ

う
な
緊
急
事
態
発
生
時
に
、
区
は
ど

の
よ
う
に
情
報
収
集
に
努
め
る
の
か
。

 

区
で
は
休
日
・
夜
間
等
警
戒
態

勢
で
、　

時
間
３
６
５
日
危
機
情
報

２４

を
収
集
。
正
確
な
情
報
の
収
集
と
提

供
で
、
区
民
の
行
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

混
乱
の
防
止
を
図
る
。

 

杉
並
清
掃
工
場
の
本
稼
働
に
伴

う
、
ご
み
収
集
日
等
の
変
更
は
区
民

生
活
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
。
区
は
、

区
民
周
知
に
ど
う
努
め
て
い
る
の
か
。

 

広
報
す
ぎ
な
み
を
始
め
と
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
や
収
集
カ
レ

ン
ダ
ー
の
全
戸
配
布
、
住
民
説
明
会

等
で
周
知
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

 

清
掃
事
業
は
、
区
民
生
活
の
基

盤
と
な
る
大
切
な
事
業
。
今
後
の
清

掃
事
業
の
展
望
に
つ
い
て
問
う
。

 

清
掃
事
業
は
、
区
民
生
活
に
密

着
し
た
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
事

業
と
考
え
て
い
る
。
特
に
近
年
は
、

高
齢
者
の
見
守
り
に
も
貢
献
す
る
な

ど
、
期
待
さ
れ
る
役
割
は
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
い
る
。
区
民
と
一
体

と
な
っ
て
、
さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量

と
資
源
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
誰

も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
他
の
部

門
と
も
連
携
し
た
清
掃
事
業
の
拡
充

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答問答問答
国
際
情
勢
か
ら
地
域
情
勢

ま
で
、
時
代
変
化
に
強
い

杉
並
区
の
確
立
を

吉
田
あ
い

（
自
民
）

 

マ
ン
シ
ョ
ン
等
大
規
模
集
合
住

宅
の
自
主
防
災
組
織
へ
の
区
か
ら
の

活
動
支
援
の
取
組
状
況
を
問
う
。

 

昨
年
度
「
マ
ン
シ
ョ
ン
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定
し
、
大
規
模
集

合
住
宅
特
有
の
問
題
や
組
織
化
に
向

け
て
の
相
談
に
応
じ
て
い
る
。
地
域

防
災
力
の
向
上
に
、
引
き
続
き
力
を

入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

中
央
図
書
館
改
修
の
設
計
事
業

者
選
定
で
は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

の
実
施
を
求
め
る
が
、
い
か
が
か
。

 

区
民
や
利
用
者
か
ら
の
意
見
・

要
望
を
踏
ま
え
８
月
に
策
定
し
た
改

修
基
本
計
画
を
着
実
に
実
行
す
る
に

は
、
単
純
な
価
格
競
争
だ
け
で
な
く
、

優
れ
た
技
術
力
や
想
像
力
、
実
績
を

持
つ
事
業
者
を
選
定
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
適
切
な
設
計
事
業
者
の
選

定
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

 

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
は
、
高
次

脳
機
能
障
害
を
含
め
、
個
々
の
障
害

の
特
性
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
は
。

 

現
在
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

協
議
会
と
連
携
し
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
を
対
象
に
障
害
者
分
野
を
含
め
た

様
々
な
テ
ー
マ
で
研
修
等
を
実
施
し

て
い
る
。
今
後
も
、
理
解
が
深
ま
る

よ
う
、
高
齢
者
部
門
と
障
害
者
部
門

と
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答問答問答
災
害
に
強
い
ま
ち
、
公
共

建
築
物
の
設
計
、
高
次
脳

機
能
障
害
に
つ
い
て

山
本
あ
け
み

（
未
来
）

 

昨
年
、
熊
本
地
震
被
害
調
査
に

伺
い
、
り
災
証
明
書
発
行
の
遅
れ
が

再
建
の
ブ
レ
ー
キ
と
知
り
、
議
会
で

繰
り
返
し
訴
え
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

９
月
７
日
杉
並
区
行
政
書
士
会
と

「
災
害
時
に
お
け
る
行
政
手
続
の
支

援
活
動
に
関
す
る
協
定
」
が
結
ば
れ
、

高
く
評
価
す
る
。
そ
の
支
援
活
動
の

内
容
と
協
定
締
結
の
意
義
を
問
う
。

 

り
災
証
明
書
の
申
請
な
ど
行
政

機
関
へ
の
各
種
手
続
き
の
代
理
・
代

行
や
震
災
救
援
所
で
の
巡
回
相
談
な

ど
専
門
知
識
が
必
要
な
分
野
の
支
援

を
想
定
。
申
請
の
事
務
手
続
き
の
迅

速
化
が
図
ら
れ
る
な
ど
、
被
災
者
の

生
活
再
建
を
後
押
し
す
る
上
で
大
き

な
意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

 

発
達
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
保

護
者
の
相
談
予
約
は
、
１
カ
月
も
待

つ
状
況
。
特
に
、
親
子
の
時
間
が
増

え
る
夏
休
み
前
は
、
相
談
体
制
の
改

善
を
強
く
求
め
る
。

 

児
童
発
達
支
援
事
業
所
や
教
育

相
談
事
業
を
通
し
て
支
援
を
実
施
。

今
後
も
支
援
の
拡
充
を
図
っ
て
い
く
。

 

家
庭
福
祉
員
制
度
の
存
続
を
、

経
過
措
置
期
間
後
も
強
く
求
め
る
。

 

家
庭
的
保
育
事
業
へ
の
移
行
を

前
提
に
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
経

過
措
置
期
間
終
了
を
も
っ
て
、
制
度

を
廃
止
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

問答問答問答
災
害
時
に
お
け
る
行
政
手

続
の
支
援
・
子
育
て
世
代

包
括
支
援
に
つ
い
て横

山
え
み

（
公
明
）

 

地
方
税
の
根
幹
た
る
住
民
税
に
、

森
林
環
境
税
を
上
乗
せ
課
税
す
る
こ

と
に
反
対
す
る
。
地
方
税
と
し
て
徴

収
し
た
税
を
他
の
区
市
町
村
へ
再
配

分
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
森
林
環
境
税

は
国
税
で
あ
る
。
特
別
区
長
会
が

「
断
じ
て
認
め
ら
れ
な
い
」
と
総
務

大
臣
に
要
望
し
た
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
が
、
区
長
の
考
え
は
い
か
が
か
。

ま
た
、
そ
の
後
の
国
の
動
向
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

 

森
林
の
持
つ
機
能
が
私
た
ち
の

生
活
環
境
に
果
た
す
役
割
は
大
き
く
、

森
林
を
保
全
す
る
た
め
の
取
組
は
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
た
め
の
財
源
確
保
と
し
て
国
で
検

討
し
て
い
る
住
民
税
の
均
等
割
の
枠

組
み
を
活
用
す
る
と
い
う
森
林
環
境

税
の
制
度
設
計
に
は
、
課
題
が
あ
る

と
考
え
る
。
森
林
保
有
市
町
村
へ
の

財
政
支
援
を
す
る
な
ら
ば
、
地
方
交

付
税
に
よ
る
措
置
を
優
先
す
る
べ
き

で
あ
り
、
仮
に
国
民
に
等
し
く
負
担

を
求
め
る
な
ら
ば
、
国
税
と
し
て
国

が
責
任
を
持
っ
て
対
応
す
べ
き
。

　

報
道
に
よ
れ
ば
、
税
制
改
正
要
望

の
取
り
ま
と
め
が
終
わ
り
、
今
後
、

政
府
内
で
調
整
が
行
わ
れ
る
と
の
こ

と
な
の
で
、
引
き
続
き
国
の
動
向
を

注
視
し
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
て
さ
ら

な
る
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

問答
地
方
税
（
住
民
税
）
に
国

税
を
上
乗
せ
課
税
す
る
こ

と
に
つ
い
て

太
田
哲
二

（
未
来
）

 

区
内
特
養
ホ
ー
ム
で
介
護
報
酬

改
定
に
よ
る
収
入
減
で
食
費
・
居
住

費
等
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
状
況
。

介
護
事
業
所
の
実
態
調
査
と
区
独
自

の
処
遇
改
善
策
を
。
介
護
人
材
確
保
、

定
着
支
援
の
た
め
の
助
成
拡
充
を
。

 

値
上
げ
情
報
は
把
握
し
て
い
な

い
。
介
護
事
業
所
の
実
態
把
握
に
努

め
、
情
報
交
換
等
を
通
じ
て
必
要
に

応
じ
た
処
遇
改
善
策
等
を
検
討
す
る
。

 

介
護
保
険
料
が
値
上
が
り
続
け
、

区
民
生
活
に
深
刻
な
影
響
。
負
担
軽

減
の
た
め
の
一
般
財
源
繰
り
入
れ
は

禁
止
さ
れ
て
い
な
い
。
実
施
検
討
を
。

 

制
度
を
長
期
安
定
的
に
維
持
運

営
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
負
担
が

必
要
。
区
独
自
の
繰
り
入
れ
は
困
難
。

 

　

歳
以
上
障
害
者
の
介
護
保
険

６５

優
先
原
則
で
サ
ー
ビ
ス
内
容
が
低
下
。

障
害
福
祉
で
受
け
ら
れ
て
い
た
サ
ー

ビ
ス
内
容
が
低
下
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
柔
軟
な
対
応
の
強
化
を
。

 

利
用
者
の
負
担
増
や
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
等
の
課
題
を

認
識
。
利
用
者
一
人
ひ
と
り
に
合
っ

た
適
切
な
支
援
を
図
っ
て
い
く
。

 

８
月　

日
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
で
善

１９

福
寺
・
久
我
山
で
浸
水
被
害
が
発
生
。

雨
水
バ
イ
パ
ス
管
増
設
、
排
水
ポ
ン

プ
設
置
等
の
水
害
対
策
拡
充
を
。

 

状
況
に
応
じ
た
対
策
を
行
う
。

問答問答問答問答
介
護
保
険
改
悪
に
歯
止
め

を
か
け
区
民
を
守
る
施
策

を
／
水
害
対
策
を

山
田
耕
平

（
共
産
）
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阿
佐
谷
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
方

針
に
つ
い
て
、
け
や
き
プ
ー
ル
の
存

続
を
多
く
の
区
民
が
望
ん
で
い
る
。

同
方
針
に
市
民
プ
ー
ル
設
置
を
盛
り

込
む
べ
き
。
区
の
見
解
を
問
う
。

 

プ
ー
ル
設
置
の
考
え
は
な
い
。

 

今
後
の
阿
佐
谷
地
域
全
体
の
ま

ち
づ
く
り
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、

も
っ
と
幅
広
い
区
民
か
ら
意
見
を
吸

い
上
げ
、
方
針
の
結
論
を
見
直
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
を
問
う
。

 

着
実
に
取
組
を
進
め
て
い
く
。

 

公
立
保
育
所
は
地
域
の
モ
デ
ル

的
な
保
育
水
準
を
維
持
し
て
お
り
、

民
間
保
育
所
に
と
っ
て
も
目
指
す
べ

き
保
育
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
民
間

認
可
保
育
所
が
急
増
す
る
中
、
保
育

の
質
の
確
保
の
た
め
に
も
公
立
保
育

所
の
存
在
・
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要

で
あ
る
。
今
後
の
区
立
保
育
園
の
民

営
化
方
針
は
凍
結
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
区
の
見
解
を
問
う
。

 

民
営
化
は
区
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
沿
っ
て
、
引
き
続
き
進
め
て
い
く
。

 

要
保
護
・
準
要
保
護
世
帯
に
対

す
る
小
中
学
校
の
入
学
準
備
金
の
増

額
お
よ
び
準
要
保
護
世
帯
に
対
す
る

入
学
前
の
支
給
を
実
施
す
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
区
の
見
解
を
問
う
。

 

実
施
し
て
い
る
他
自
治
体
の
情

報
収
集
や
調
査
・
研
究
を
進
め
る
。

問答問答問答問答
阿
佐
谷
ま
ち
づ
く
り
、
保

育
、
就
学
援
助
の
拡
大
に

つ
い
て

上
保
ま
さ
た
け

（
共
産
）

 

今
年
７
月
に
採
択
さ
れ
た
核
兵

器
禁
止
条
約
は
被
爆
者
の
悲
願
。
日

本
政
府
が
参
加
し
な
い
と
表
明
し
た

こ
と
に
つ
い
て
、
区
の
認
識
を
問
う
。

 

核
兵
器
国
と
非
核
兵
器
国
の
対

立
を
深
め
る
と
判
断
し
、
不
参
加
を

表
明
し
た
と
受
け
止
め
て
い
る
。

 

参
加
を
政
府
に
求
め
る
べ
き
。

 

区
も
参
加
す
る
平
和
首
長
会
議

で
総
理
大
臣
宛
て
要
請
文
を
出
し
た
。

 

区
内
被
爆
者
団
体
か
ら
支
援
等

に
様
々
要
望
を
受
け
て
い
る
。
区
も

 
真  
摯 
に
受
け
止
め
て
も
ら
い
た
い
。

し
ん 

し

 

個
々
の
内
容
に
即
し
、
適
切
に

判
断
し
て
い
き
た
い
。

 

高
円
寺
小
中
一
貫
校
工
事
に
関

し
、
区
と
の
話
し
合
い
を
求
め
る
住

民
を
工
事
業
者
が
妨
害
行
為
と
し
仮

処
分
の
訴
え
を
出
し
た
の
は
、
ス
ラ

ッ
プ
（
い
や
が
ら
せ
）
訴
訟
で
あ
る
。

区
の
工
事
説
明
会
で
盗
撮
さ
れ
た
写

真
が
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
た
が
、
こ

の
よ
う
な
人
権
侵
害
を
許
す
の
か
。

 

工
事
業
者
の
判
断
で
行
わ
れ
た

も
の
で
、
区
は
把
握
し
て
い
な
い
。

 

話
し
合
い
を
求
め
る
住
民
の
声

を
無
視
し
工
事
を
強
行
す
る
姿
勢
は
、

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
逆
行
し
て
い
る
。

 

パ
ブ
コ
メ
な
ど
必
要
な
手
続
き

を
経
て
進
め
て
い
る
の
で
、
逆
行
す

る
と
の
指
摘
は
あ
た
ら
な
い
。

問答問答問答問答問答

要請文

核
兵
器
禁
止
条
約
の
参
加

を
求
め
よ
／
高
中
ス
ラ
ッ

プ
訴
訟
を
許
す
な

富
田
た
く

（
共
産
）

 

国
会
で
は
森
友
・
加
計
問
題
な

ど
政
府
の 
隠  
蔽 
体
質
が
問
題
と
な
っ

い
ん 
ぺ
い

て
い
る
。
杉
並
区
も
国
と
そ
っ
く
り

だ
。
そ
の
極
め
つ
け
が
荻
窪
税
務
署

と
あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
の
財
産
交
換
。

長
く
秘
匿
さ
れ
て
い
た
区
長
要
望
書

に
よ
っ
て
、
交
換
の
目
的
は
福
祉
で

は
な
く
荻
窪
再
開
発
で
あ
っ
た
と
わ

か
っ
た
。
改
修
の
た
め
特
養
開
設
の

時
期
が
延
び
た
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

当
初
想
定
し
た
期
間
内
の　

年
３３

　

月
に
開
設
を
予
定
し
て
い
る
。

１２
 

上
井
草
保
育
園
民
営
化
は
４
月

の
選
定
が
不
調
に
終
わ
り
、
新
し
い

選
定
委
員
会
で
再
度
選
定
作
業
が
行

わ
れ
た
。
委
員
会
の
変
更
点
は
何
か
。

 

委
員
構
成
、
審
査
点
の
算
出
に

標
準
偏
差
を
導
入
し
た
こ
と
。

 

標
準
偏
差
を
用
い
た
こ
と
で
評

価
か
ら
除
外
さ
れ
た
委
員
は
何
人
か
。

 

応
募
事
業
者
、
審
査
段
階
に
よ

り
１
～
５
名
が
除
外
さ
れ
た
。

 

標
準
偏
差
と
い
う
通
常
あ
り
え

な
い
計
算
方
式
を
導
入
し
た
こ
と
で
、

選
定
結
果
が
歪
め
ら
れ
た
可
能
性
が

あ
る
。
選
定
さ
れ
た
法
人
の
提
案
で

は
、
園
内
に
法
人
本
部
の
事
務
所
が

設
置
さ
れ
、
そ
の
分
保
育
の
面
積
が

狭
く
な
る
。
保
育
の
質
の
点
で
劣
る

と
思
う
が
、
な
ぜ
選
定
さ
れ
た
の
か
。

 

必
要
面
積
は
確
保
さ
れ
て
い
る
。

問答問答問答問答
上
井
草
保
育
園
民
営
化
の

事
業
者
選
定
方
法
に
重
大

な
疑
問

松
尾
ゆ
り

（
杉
わ
）

 

関
東
大
震
災
時
に
内
務
省
の
指

示
に
よ
る
流
言
の
拡
散
で
起
き
た
朝

鮮
人
虐
殺
へ
の
区
長
の
歴
史
認
識
は
。

 

流
言
で
自
警
団
等
に
よ
る
朝
鮮

人
等
へ
の
殺
傷
事
件
が
起
こ
っ
た
と

認
識
。
情
報
不
足
や
流
言
が
悲
惨
な

状
況
を
生
み
出
し
か
ね
な
い
こ
と
を

教
訓
と
し
、
２
度
と
繰
り
返
さ
な
い

よ
う
後
世
に
継
承
す
る
こ
と
が
大
切
。

 

来
年
の
介
護
保
険
料
改
定
に
関

し
、
低
所
得
者
や
所
得
の
低
い
境
界

層
へ
の
減
免
措
置
は
不
可
欠
で
は
。

 

区
で
は
生
計
困
難
者
や
病
気
・

災
害
等
で
一
時
的
に
収
入
が
著
し
く

減
少
し
た
場
合
な
ど
に
減
額
制
度
を

設
け
て
お
り
、
次
期
改
定
に
も
そ
う

し
た
方
針
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

介
護
保
険
に
移
行
し
た
障
害
者

が
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

続
け
ら
れ
る
よ
う
求
め
る
が
。

 

利
用
者
の
障
害
特
性
や
心
身
状

況
等
は
多
様
で
あ
る
た
め
、
意
向
や

本
人
状
況
を
確
認
し
、
介
護
保
険
と

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
併
用
を
含
め

よ
り
適
切
な
支
援
を
し
て
い
く
。

 

学
童
ク
ラ
ブ
で
の
障
害
児
の
受

け
入
れ
実
績
と
今
後
の
改
善
策
は
。

 

　

年
４
月
１
日
現
在
、
１
４
４

２９

名
が
入
会
。
特
別
支
援
児
の
特
性
や

職
員
の
人
員
配
置
等
を
総
合
的
に
勘

案
し
、
柔
軟
に
受
け
入
れ
を
実
施
。

問答問答問答問答
歴
史
の
事
実
を
後
世
に
生

か
す
／
高
齢
障
害
者
に
福

祉
サ
ー
ビ
ス
保
障
を

新
城
せ
つ
こ

（
平
和
）

 

当
区
は
住
宅
都
市
で
避
難
先
が

 
乏 
し
い
。
小
中
学
校
な
ど
区
立
施
設

と
ぼに

シ
ェ
ル
タ
ー
機
能
を
備
え
よ
。

 

ミ
サ
イ
ル
攻
撃
に
対
し
て
は
初

期
の
避
難
に
暇
が
な
く
、
各
自
が
状

況
に
応
じ
た
避
難
行
動
を
取
る
た
め
、

多
く
の
人
が
シ
ェ
ル
タ
ー
へ
逃
げ
込

む
こ
と
は
困
難
と
認
識
し
て
い
る
。

 

当
区
の
友
好
都
市
・ 
瑞  
草 
区
を

そ
っ 
ち
ょ

含
む
ソ
ウ
ル
市
に
対
し
、
瑞
草
高
校

内
ほ
か
の
慰
安
婦
像
の
撤
去
を
申
し

入
れ
る
よ
う
、
同
市
の
友
好
都
市
で

あ
る
東
京
都
知
事
に
働
き
か
け
よ
。

 

都
の
判
断
で
対
応
す
べ
き
こ
と
。

申
し
入
れ
を
行
う
考
え
は
な
い
。

 

新
し
い
保
育
所
保
育
指
針
で
、

保
育
所
が
幼
児
教
育
を
行
う
旨
が
初

め
て
明
文
化
さ
れ
た
。
各
保
育
所
に

ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
る
の
か
。

 

指
針
で
は
、
各
保
育
所
の
実
情

に
応
じ
て
創
意
工
夫
を
図
る
と
さ
れ

て
お
り
、
幼
児
教
育
に
お
い
て
も
各

保
育
所
の
取
組
を
尊
重
し
な
が
ら
、

情
報
共
有
を
図
っ
て
い
く
。

 

地
域
の
幼
児
教
育
に
活
用
さ
れ

て
い
た
公
園
を 
潰 
し
た
こ
と
は
、
保

つ
ぶ

育
所
に
幼
児
教
育
を
望
む
声
に
背
く
。

ま
た
久
我
山
東
原
公
園
の
代
替
地
は
。

 

転
用
に
よ
り
、
予
測
し
て
い
た

待
機
児
童
数
を
減
少
で
き
た
。
代
替

地
は
用
地
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問答問答問答問答
北
朝
鮮
問
題
／
区
長
の
歴

史
認
識
／
教
育
・
保
育
に

つ
い
て

田
中
ゆ
う
た
ろ
う

（
美
杉
）

 

浜
田
山
小
な
ど
待
機
児
童
が
発

生
し
て
い
る
学
童
ク
ラ
ブ
に
対
し
、

具
体
的
か
つ
早
急
な
対
応
を
望
む
。

 

待
機
児
童
が
出
て
い
る
学
童
ク

ラ
ブ
を
中
心
に
、
将
来
の
状
況
を
見

据
え
可
能
な
限
り
、
様
々
な
施
設
の

活
用
、
改
修
、
改
築
等
で
、
早
期
に

受
け
入
れ
人
数
の
拡
大
を
図
る
。

 

学
童
ク
ラ
ブ
に
続
く
、
中
高
生

の
居
場
所
づ
く
り
が
今
後
重
要
。
多

世
代
交
流
、
地
域
活
性
化
の
観
点
や
、

夜
間
帯
の
安
全
な
施
設
利
用
の
視
点

が
必
要
と
考
え
る
が
。

 

放
課
後
に
活
用
で
き
る
よ
う
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
内
に
専
用

図
書
の
設
置
や
音
楽
室
な
ど
の
優
先

利
用
、
中
央
図
書
館
に
お
け
る
中
高

校
生
コ
ー
ナ
ー
の
充
実
を
図
り
、
多

世
代
交
流
等
の
取
組
も
検
討
す
る
。

 

世
界
的
に
ひ
と
り
親
家
庭
が
増

加
傾
向
の
中
、
日
本
で
は
平
成　

年
２６

　

月
の
法
改
正
で
ひ
と
り
親
家
庭
へ

１０の
支
援
体
制
、
施
策
、
周
知
が
強
化

さ
れ
た
。
当
区
も
支
援
充
実
の
た
め
、

よ
り
丁
寧
に
養
育
費
対
策
な
ど
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
周
知
を
求
め
る
。

 

支
援
制
度
を
知
ら
ず
十
分
活
用

さ
れ
な
い
状
況
が
区
の
実
態
調
査
か

ら
明
ら
か
。
届
出
時
の
関
係
資
料
の

提
示
や
郵
送
な
ど
、
状
況
に
合
わ
せ

た
情
報
提
供
の
充
実
を
検
討
す
る
。

問答問答問答
学
童
ク
ラ
ブ
待
機
児
童
対

策
や
ひ
と
り
親
家
庭
支
援

に
早
急
な
対
応
を

大
槻
城
一

（
公
明
）

 

杉
並
区
で
の
水
害
の
特
徴
や
傾

向
、
そ
の
対
策
は
何
か
。

 

雨
水
が
一
挙
に
流
れ
込
み
、
河

川
の
増
水
と
と
も
に
下
水
道
の
逆
流

が
起
き
る
都
市
型
水
害
。
調
節
池
の

整
備
や
道
路
の
雨
水
排
水
施
設
の
増

強
等
ハ
ー
ド
面
の
整
備
と
、
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
防
災
意

識
の
啓
発
や
適
切
な
避
難
勧
告
の
発

令
等
ソ
フ
ト
面
か
ら
も
、
浸
水
被
害

の
軽
減
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

 

建
物
の
倒
壊
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
確
保
と
い
う
点
か
ら
も
、
テ
ン
ト

を
利
用
し
た
屋
外
避
難
所
の
設
置
も

視
野
に
入
れ
て
お
く
べ
き
。
テ
ン
ト

村
設
置
の
た
め
、
メ
ー
カ
ー
や
シ
ョ

ッ
プ
等
に
有
事
の
際
の
協
力
を
お
願

い
し
て
お
く
こ
と
は
、
可
能
で
あ
り

必
要
と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
は
。

 

震
災
救
援
所
の
校
庭
等
の
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
は
、
物
資
の
受
け
入

れ
や
ト
イ
レ
の
設
置
等
、
様
々
な
活

用
を
想
定
し
て
い
る
。
テ
ン
ト
は
簡

易
に
設
置
が
で
き
、
熊
本
地
震
で
も

活
用
さ
れ
た
が
、
設
置
場
所
を
確
保

で
き
な
い
中
で
導
入
す
る
と
、
利
用

の
公
平
さ
を
確
保
す
る
こ
と
が
極
め

て
難
し
く
な
る
。
気
温
や
風
雨
の
影

響
を
受
け
や
す
い
等
、
解
決
す
べ
き

課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
た
め
、
屋
内

避
難
を
第
一
に
対
応
を
考
え
て
い
る
。

問答問答
九
州
北
部
豪
雨
・
熊
本
地

震
か
ら
学
ぶ
災
害
対
策
に

つ
い
て

川
野
た
か
あ
き

（
平
和
）

11
22
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区
の
施
設
に
設
置
さ
れ
て
い
る

自
動
販
売
機
の
売
上
販
売
数
量
が
正

確
に
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。
な
ぜ
か
。

 

設
置
許
可
の
際
、
売
上
報
告
等

を
さ
せ
る
こ
と
を
許
可
条
件
と
し
て

設
定
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
。

 

そ
れ
で
は
、
自
販
機
の
設
置
に

よ
っ
て
受
け
て
い
る
利
益
の
総
額
は

い
く
ら
か
。

 

総
額
を
集
計
し
て
い
な
い
。

 

売
上
額
・
販
売
数
量
な
ど
基
礎

数
値
を
把
握
せ
ず
し
て
利
益
の
適
正

は
判
断
で
き
な
い
。
全
て
正
確
に
把

握
し
、
公
開
を
求
め
る
。

 

現
状
で
把
握
す
る
こ
と
は
困
難

だ
が
、
新
た
な
仕
組
み
の
検
討
に
着

手
し
た
の
で
、
そ
の
中
で
検
討
す
る
。

 

公
費
に
よ
り
区
の
保
育
所
整
備

を
行
う
社
会
福
祉
法
人
の
入
札
公
告

の
中
に
、
談
合
の
温
床
と
な
る
工
事

完
成
保
証
人
を
定
め
る
よ
う
求
め
て

い
る
不
適
切
な
入
札
案
件
が
あ
っ
た
。

 

今
後
改
め
る
よ
う
通
知
す
る
。

 

盆
踊
り
大
会
な
ど
に
参
加
し
た

際
に
、
区
長
交
際
費
か
ら
お
祝
い
金

が
支
払
わ
れ
て
い
る
。
区
長
は
選
挙

で
選
ば
れ
た
政
治
家
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
誤
解
を
招
く
こ
と
の
な
い

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

社
会
通
念
上
儀
礼
の
範
囲
内
で

区
長
交
際
費
か
ら
支
出
し
て
い
る
。

問答問答問答問答問答
契
約
・
経
理
の
大
問
題

堀
部
や
す
し

（
無
）

常任委員会・特別委員会等の活動をお知らせします（８〜１０月）
議案審査における議案各号の概要と審議結果は、８面をご覧ください。

◇総務財政委員会
【開会日】２９年９月２２日
【議案審査】第６４・７３・７４号
【付託事項審査】請願審査
【所管事項調査】平成２９年度都区財政調整算定の結果について　　ほか１件
【開会日】２９年９月２９日
【議案審査】第７５号
◇区民生活委員会
【開会日】２９年９月１５日
【議案審査】第６５〜６７号
【所管事項調査】民営化宿泊施設の決算状況について　　ほか５件
◇保健福祉委員会
【開会日】２９年９月１９日
【議案審査】第６８〜７１号
【所管事項調査】
　放課後等デイサービス事業開設経費補助対象事業者の選定結果について　　ほか１３件
【開会日】２９年９月２７日
【所管事項調査】
　前回の報告に対する質疑
　放課後等デイサービス事業開設経費補助対象事業者の選定結果について　　ほか１１件
◇都市環境委員会
【開会日】２９年９月２０日
【議案審査】第７２号
【付託事項審査】陳情の取り下げ
【所管事項調査】
　阿佐ヶ谷駅等周辺まちづくり方針の策定及び今後の取組について　　ほか４件
◇文教委員会
【開会日】２９年９月２１日
【所管事項調査】杉並区いじめ問題対策委員会の設置等について　　ほか７件

【開会日】２９年８月７日
【議　題】定例会の日程について　　ほか
【開会日】２９年９月１日
【議　題】定例会の提案事項について　　ほか
【開会日】２９年９月２９日
【議　題】定例会の追加提案事項について　　ほか
【開会日】２９年１０月２日
【議　題】議案審査結果報告について　　ほか
【開会日】２９年１０月１３日
【議　題】議案審査結果報告について　　ほか

◇災害対策特別委員会
【開会日】２９年９月２５日
【所管事項調査】平成２９年度杉並区総合震災訓練等の実施について　　ほか２件
【視察日】２９年１０月２８日
【視察内容】平成２９年度杉並区総合震災訓練（下高井戸おおぞら公園）
◇道路交通対策特別委員会
【開会日】２９年９月２６日
【所管事項調査】外環道の進捗状況について　　ほか１件
◇文化芸術・スポーツに関する特別委員会
【開会日】２９年９月２７日
【所管事項調査】東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた文化プログ
ラムの取組について　　ほか２件
◇議会改革特別委員会
【開会日】２９年９月２８日
【所管事項調査】議会基本条例について　　ほか１件

特別委員会

議会運営委員会常任委員会

　

委
員
会
の
議
案
審
査
に

お
け
る
質
疑
の
一
部
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

審
査
の
詳
し
い
内
容
は
、

区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
会
議
録
」
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
（
１
月
ご
ろ
に
掲

載
予
定
）。

 
杉
並
区
行
政
財
産
使
用
料

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
（
議
案
第　

号
）

６４

質　

下
高
永
福
会
議
室
の

目
的
外
使
用
を
廃
止
す
る

理
由
は
。

答　

施
設
が
老
朽
化
し
て

お
り
、
地
域
の
保
育
需
要

を
踏
ま
え
て
、
こ
の
施
設

を
解
体
し
て
保
育
施
設
の

整
備
を
す
る
。
そ
の
た
め

会
議
室
自
体
が
廃
止
と
な

る
。

 
杉
並
区
体
育
施
設
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例（
議
案
第　

号
）

６７

質　

移
転
改
修
す
る
永
福

体
育
館
の
特
徴
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

答　

体
育
館
に
加
え
、
屋

内
に
小
体
育
室
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
屋
外
に

ビ
ー
チ
コ
ー
ト
を
設
け
、

多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
に
対
応

で
き
る
よ
う
整
備
。
ま
た
、

フ
ッ
ト
サ
ル
が
で
き
る
よ

う
に
体
育
館
の
壁
を
厚
く

す
る
な
ど
、
区
民
の
声
も

取
り
入
れ
た
形
の
設
計
と

な
っ
て
い
る
。 

総
務
財
政
委
員
会

区
民
生
活
委
員
会

 
杉
並
区
立
児
童
青
少
年
セ

ン
タ
ー
及
び
児
童
館
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
議
案
第　

号
）

７０

質　

今
後
の
荻
窪
北
児
童

館
の
機
能
移
転
の
概
要
は
。

答　

学
童
ク
ラ
ブ
お
よ
び

小
学
校
の
放
課
後
等
居
場

所
事
業
に
つ
い
て
は
、
平

成　

年
度
、
杉
並
保
健
所

３０
内
で
暫
定
的
に
事
業
を
継

承
し
、
平
成　

年
の
桃
井

３１

第
二
小
学
校
の
新
校
舎
開

校
に
合
わ
せ
、
学
校
内
に

機
能
を
継
承
、
拡
充
し
て

い
く
予
定
。

　

乳
幼
児
親
子
の
居
場
所

に
つ
い
て
は
、
杉
並
保
健

所
で
機
能
を
継
承
し
、
中

高
生
の
居
場
所
に
つ
い
て

は
、
近
接
の
ゆ
う
杉
並
を

利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
を

考
え
て
い
る
。

 
杉
並
区
高
齢
者
住
宅
条
例

及
び
杉
並
区
営
住
宅
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
議
案
第　

号
）

７２

質　

今
回
の
条
例
改
正
の

内
容
は
。

答　

公
営
住
宅
法
の
一
部

改
正
を
受
け
、
認
知
症
患

者
等
の
区
営
住
宅
入
居
者

が
、
収
入
報
告
が
困
難
な

場
合
に
、
区
が
税
情
報
等

を
閲
覧
す
る
こ
と
で
収
入

を
把
握
し
、
そ
れ
に
基
づ

き
区
営
住
宅
の
家
賃
等
を

定
め
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
っ
た
。

保
健
福
祉
委
員
会

都
市
環
境
委
員
会

議
案
審
査
Ｑ
＆

議
案
審
査
Ｑ
＆
ＡＡ

調　査　事　項視察先視察日委員会名
・公立みつぎ総合病院を核とした地域包括ケアシ
ステムについて広島県尾道市１０月２５日水保健福祉

・生活困窮者支援について滋賀県野洲市２６日木
・クールシティ・堺の取組について
・自転車のまちづくりについて大阪府堺市１０月１９日木都市環境
・環境モデル都市の取組について奈良県生駒市２０日金
・札幌市幼児教育センターについて
・宮の沢若者活動センターについて北海道札幌市１０月１６日月

文教
・学校ネットパトロールの取組について
・体験型コミュニケーションスペース「はこだて
みらい館」について

北海道函館市１７日火

・体験型経済学習施設「仙台子ども体験プラザ」
について宮城県仙台市１８日水

調　査　事　項視察先視察日委員会名
・糸魚川駅北大火について
・糸魚川市の防災対策について新潟県糸魚川市１０月２４日火

総務財政 ・シティホールプラザ「アオーレ長岡」につい
て新潟県長岡市２５日水

・サウンディング型市場調査について群馬県前橋市２６日木
・無戸籍者に対する支援について
・犯罪被害者等支援事業について兵庫県明石市１０月２４日火

区民生活 ・「区民との協働による快適で魅力あふれるま
ち」の実現に向けた取組について大阪市淀川区２５日水

　区議会では、魅力ある杉並区づくりに役立てるため、
先進的な事業などを行う自治体の視察を各常任委員会
で行っています。視察後は、報告書を作成し、区議会
ホームページで公開しています。

平成２９年
常任委員会行政視察
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※SDGs＝２０１５年９月に国連サミットで採択された持続可能な世界の実現に関する国際社会の共通目標。Sustainable Development Goals の略。

意 見 発意 見 発 表表意 見 発意 見 発 表表
　決算特別委員会の最終日に、会派の代表か
ら決算について意見の発表がありました。そ
の要旨をお知らせします。
　なお、次の会派からも意見の発表がありま
した。

　杉並わくわく会議　　共に生きる杉並
　美しい杉並　　　　　無所属
　日本維新の会

平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２８８８８８８８８８８年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度決決決決決決決決決決算算算算算算算算算算ににににににににににつつつつつつつつつついいいいいいいいいい平成２８年度決算についててててててててててて

か
に
遅
れ
が
出
て
い
る
。　

年
プ

１０

ラ
ン
の
後
半
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

し
っ
か
り
と
遅
れ
を
取
り
戻
し
、

着
実
に
執
行
し
て
ほ
し
い
。

　

理
由
の
第
二
は
、
総
じ
て
健
全

財
政
に
努
め
た
点
を
評
価
。
経
常

収
支
比
率
は　

％
以
内
を
達
成
で

８０

き
な
か
っ
た
が
、
待
機
児
童
対
策

等
扶
助
費
の
増
や
地
方
消
費
税
交

付
金
等
の
減
に
よ
る
も
の
で
、
恒

常
的
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
確

認
し
た
。
一
方
、
積
立
基
金
残
高

と
特
別
区
債
残
高
差
の
縮
小
や
一

般
会
計
か
ら
特
別
会
計
へ
の
１
割

を
超
え
る
繰
入
金
等
、「
今
後
の

持
続
可
能
な
財
政
運
営
」
と
い
う

観
点
か
ら
は
疑
問
符
が
つ
い
て
も

お
か
し
く
な
い
。
公
会
計
が
導
入

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
評
価
の
在

り
方
を
再
構
築
す
べ
き
と
考
え
る
。

　

理
由
の
第
三
は
「
保
育
緊
急
事

態
宣
言
」
や
「
杉
一
小
等
改
築
計

画
」
等
区
民
の 
喫  
緊 
の
ニ
ー
ズ
に

き
っ 
き
ん

迅
速
か
つ
柔
軟
に
決
断
し
、
対
応

し
た
点
を
評
価
。
緊
急
に
保
育
定

員
を
増
や
す
決
断
を
し
た
勇
気
に

は
敬
意
を
表
す
が
、
そ
の
進
め
方

に
は
、
あ
ま
り
に
も
問
題
が
多
く

残
っ
た
。
改
め
て
猛
省
を
促
し
た

い
。
育
休
制
度
が
し
っ
か
り
機
能

で
き
る
社
会
づ
く
り
も
大
切
。
保

育
園
の
数
合
わ
せ
だ
け
で
な
く
、

総
合
的
な
対
策
を
進
め
て
ほ
し
い
。

　

社
会
を
作
る
の
も
、
発
展
さ
せ

る
の
も
、
根
本
は
人
の
力
、
人
の

心
と
英
知
。
た
ゆ
ま
ず
、
し
っ
か

り
と
向
き
合
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

私
た
ち
会
派
は
、
審
査
の
結
果
、

平
成　

年
度
杉
並
区
各
会
計
歳
入

２８

歳
出
決
算
を
い
ず
れ
も
認
定
す
る
。

　

理
由
の
第
一
は
、
基
本
構
想
に

基
づ
く
実
行
計
画
が
着
実
に
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
評
価
。
感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
支
援
や
区
有
地

を
活
用
し
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
建
設
、
子
ど
も
・
子
育
て
プ
ラ

ザ
開
設
、
小
中
一
貫
教
育
校
の
整

備
等
、
積
極
的
で
広
範
囲
な
取
組

が
進
め
ら
れ
た
。
一
方
で
、
総
合

計
画
・
実
行
計
画
事
業
の
い
く
つ

「
人
あ
り
き
」
で
、
区
民
に
寄
り
添
い
持
続

「
人
あ
り
き
」
で
、
区
民
に
寄
り
添
い
持
続
可可

能
な
区
政
運
営

能
な
区
政
運
営
をを

杉
並
区
議
会
自
由
民
主
党

井　

原　

太　

一

に
ぎ
わ
い
の
拡
大
」
で
は
、
成
田

西
ふ
れ
あ
い
農
業
公
園
を
開
園
。

③
「
福
祉
の
更
な
る
充
実
で
区
民

生
活
の
安
心
を
拡
大
」
で
は
、
胃

が
ん
検
診
で
、
全
国
に
先
駆
け
て

内
視
鏡
検
査
を
導
入
。
障
が
い
者

の
住
ま
い
の
確
保
と
し
て
、
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
を
推
進
。

④
「
次
世
代
支
援
・
教
育
の
充
実
」

で
は
、
幼
児
教
育
の
質
の
向
上
を

目
指
し
、
仮
称
・
就
学
前
教
育
セ

ン
タ
ー
の
整
備
に
着
手
。

⑤
「
区
民
と
の
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
充
」
で
は
、
民

間
の
視
点
で
広
報
す
ぎ
な
み
を
刷

新
。
現
在
、
配
布
方
法
は 
殆 
ど
新

ほ
と
ん

聞
折
込
だ
が
、
新
聞
購
読
は
区
内

世
帯
の
約
半
数
の
た
め
、
今
後
は

全
戸
配
布
回
数
の
増
加
を
求
め
る
。

　

堅
実
な
区
政
運
営
へ
、
検
討
す

べ
き
課
題
を
５
点
指
摘
し
た
い
。

①
景
気
動
向
の
注
視
を
怠
ら
ず
、

区
は
先
手
を
打
つ
べ
き
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
の
影
響
で
区
の

減
収
額
は
想
定
を
超
え　

億
円
超
。

１３

税
収
を
守
る
抜
本
的
対
策
が
急
務
。

③
子
ど
も
の
人
権
を
守
り
、
教
育

に
お
け
る
い
じ
め
対
策
の
推
進
を
。

④
公
共
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
等
は
、

コ
ス
ト
と
負
担
を
「
見
え
る
化
」

し
、
区
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
を
。

⑤
総
合
計
画
の
改
定
で
は
、 
Ｓ 
Ｄ
※

Ｇ
ｓ
を
意
識
す
る
こ
と
を
望
む
。

　

私
た
ち
会
派
は
区
民
の
声
を
受

け
止
め
、
今
後
も
建
設
的
な
提
案

を
し
て
参
る
所
存
で
あ
る
。

　

杉
並
区
議
会
公
明
党
は
、
決
算

特
別
委
員
会
の
質
疑
を
踏
ま
え
、

平
成　

年
度
杉
並
区
各
会
計
歳
入

２８

歳
出
決
算
を
い
ず
れ
も
認
定
す
る
。

　

平
成　

年
度
予
算
は
５
つ
の
重

２８

点
分
野
に
大
別
さ
れ
て
い
る
が
、

評
価
す
る
点
を
以
下
に
挙
げ
る
。

①
「
減
災
対
策
等
の
充
実
に
よ
る

地
域
の
安
全
・
安
心
の
拡
大
」
で

は
、
老
朽
空
家
除
却
助
成
制
度
の

創
設
。
今
後
は
災
害
用
ト
イ
レ
の

充
実
を
求
め
る
。

②
「
多
様
な
連
携
・
交
流
に
よ
る

総
合
計
画
改
定
に
向
け
、
景
気
動
向
を
注
視
し

総
合
計
画
改
定
に
向
け
、
景
気
動
向
を
注
視
し
、、

堅
実
な
区
政
運
営

堅
実
な
区
政
運
営
をを

杉
並
区
議
会
公
明
党

大　

槻　

城　

一

政
運
営
と
さ
ら
な
る
財
政
基
盤
の

確
立
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

以
下
、
総
合
計
画
の
５
つ
の
目

標
に
基
づ
き
、
歳
出
を
概
観
す
る
。

　
「
災
害
に
強
く
安
全
・
安
心
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
」
で
は
、
懸
案
だ
っ

た
建
築
物
不
燃
化
助
成
の
申
請
が

前
年
度
の
２
倍
以
上
と
な
り
耐
震

・
不
燃
化
が
着
実
に
進
展
し
た
。

　
「
暮
ら
し
や
す
く
快
適
で
魅
力

あ
る
ま
ち
」
で
は
、
狭
あ
い
道
路

の
拡
幅
整
備
や
荻
窪
駅
周
辺
・
阿

佐
ヶ
谷
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
方

針
策
定
の
検
討
が
行
わ
れ
た
。

　
「
み
ど
り
豊
か
な
環
境
に
や
さ

し
い
ま
ち
」
で
は
、
下
高
井
戸
お

お
ぞ
ら
公
園
の
西
側
エ
リ
ア
供
用

開
始
、（
仮
称
） 
荻  
外  
荘 
公
園
の
整

て
き 
が
い 
そ
う

備
に
向
け
た
取
組
が
行
わ
れ
た
。

　
「
健
康
長
寿
と
支
え
あ
い
の
ま

ち
」
で
は
、
区
民
の
福
祉
と
暮
ら

し
の
サ
ポ
ー
ト
拠
点
と
し
て
（
仮

称
）
天
沼
三
丁
目
複
合
施
設
棟
の

建
設
工
事
が
着
手
さ
れ
た
。

　
「
人
を
育
み
共
に
つ
な
が
る
心

豊
か
な
ま
ち
」
で
は
、
保
育
待
機

児
童
解
消
対
策
は
も
と
よ
り
、
妊

娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
切
れ
目

の
な
い
支
援
の
一
環
と
し
て
、
妊

婦
の
ゆ
り
か
ご
面
接
等
の
充
実
が

図
ら
れ
た
。

　

歳
出
の
執
行
率
は　

・
７
％
と

９５

一
定
の
水
準
を
維
持
し
て
お
り
、

着
実
に
事
業
が
実
行
さ
れ
た
こ
と

を
確
認
し
た
。
平
成　

年
度
各
会

２８

計
歳
入
歳
出
決
算
は
お
お
む
ね
適

正
と
判
断
し
、
認
定
す
る
。

　

景
気
の
緩
や
か
な
回
復
基
調
、

都
心
回
帰
の
人
口
増
に
伴
う
納
税

者
数
の
増
加
に
よ
り
、
区
の
財
政

状
況
が
安
定
的
に
推
移
し
て
い
る

こ
と
を
各
種
指
標
か
ら
確
認
で
き

た
。
し
か
し
、
都
心
部
の
人
口
も

や
が
て
減
少
に
転
じ
る
と
の
予
測

も
あ
り
、
高
齢
化
率
の
漸
進
的
な

高
ま
り
に
伴
い
社
会
保
障
関
連
の

需
要
も
拡
大
す
る
た
め
、
今
後
の

中
長
期
的
な
財
政
状
況
は
楽
観
視

で
き
な
い
。
不
断
の
行
財
政
改
革

を
遂
行
し
、
よ
り
無
駄
の
な
い
行

生
活
者
・
納
税
者
・
消
費
者
・
働
く
者
の
立

生
活
者
・
納
税
者
・
消
費
者
・
働
く
者
の
立
場場

で
よ
り
良
い
区
政

で
よ
り
良
い
区
政
をを

区
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
み
ら
い

上　

野　

エ
リ
カ

地
を
使
う
以
外
に
な
く
、
公
園
等

の
一
部
活
用
は
や
む
を
得
な
い
と

理
解
。
代
替
地
確
保
に
全
力
を
尽

く
す
こ
と
と
、
不
足
す
る
保
育
士

の
処
遇
改
善
に
、
さ
ら
な
る
杉
並

独
自
の
人
材
確
保
策
を
要
望
す
る
。

　

第
三
に
、
少
子
化
・
超
高
齢
社

会
到
来
へ
の
備
え
。
用
地
確
保
が

難
し
い
杉
並
で
、
南
伊
豆
町
と
の

協
同
に
よ
る
区
域
外
特
養
建
設
は
、

よ
り
近
い
青
梅
市
や
近
隣
自
治
体

と
の
連
携
に
つ
な
が
る
と
期
待
で

き
る
。
天
沼
３
丁
目
に
開
設
す
る

複
合
施
設
は
、
医
療
と
介
護
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
拠
点
と
し
て
役
割
を

発
揮
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

第
四
に
、
生
活
保
護
世
帯
へ
の

都
の
塾
代
助
成
に
区
は
上
乗
せ
し
、

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
取
り
組
ん

だ
。
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
基
礎
自
治
体
で
は
先
進

的
な
取
組
で
あ
り
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
に
む
け
て
も

実
績
を
あ
げ
て
い
る
。

　

第
五
に
区
立
施
設
は
、
限
ら
れ

た
財
源
で
区
民
ニ
ー
ズ
や
施
策
の

優
先
順
位
に
応
え
る
に
は
、
一
定

の
再
編
は
避
け
ら
れ
な
い
。
認
可

保
育
園
増
設
、
児
童
館
事
業
の
拡

充
に
区
が
力
を
注
い
で
き
た
こ
と

を
評
価
し
つ
つ
、
学
童
ク
ラ
ブ
待

機
児
童
の
抜
本
的
取
組
を
求
め
る
。

　

区
長
が
国
籍
の
違
い
で
差
別
す

る
こ
と
な
く
人
権
を
守
る
姿
勢
を

表
明
し
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
２
０
１
６

年
度
各
会
計
決
算
に
賛
成
す
る
。

　

現
状
に
的
確
に
対
応
し
、
住
民

の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
り
、
福

祉
の
向
上
を
図
る
区
長
の
姿
勢
に

賛
同
す
る
。

　

第
一
に
財
政
運
営
に
つ
い
て
、

必
要
な
ら
ば
保
育
園
増
設
の
よ
う

に
思
い
切
っ
た
財
政
投
入
を
行
う

と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
財
政
運

営
に
向
け
基
金
や
起
債
を
柔
軟
に

活
用
す
る
姿
勢
を
妥
当
と
考
え
る
。

　

第
二
に
、
保
育
園
待
機
児
童
解

消
緊
急
対
策
に
よ
る
１
年
間
で
の

認
可
園
の
大
幅
な
増
設
は
、
区
有

認
可
保
育
園
・
特
養
の
増
設
や
貧
困
対
策
、

認
可
保
育
園
・
特
養
の
増
設
や
貧
困
対
策
、
憲憲

法
擁
護
の
姿
勢
を
評

法
擁
護
の
姿
勢
を
評
価価
い
の
ち
・
平
和
ク
ラ
ブ

け
し
ば　

誠　

一
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的
な
負
担
軽
減
に
努
め
る
こ
と
を

強
く
求
め
る
。
以
前
よ
り
わ
が
党

区
議
団
が
要
望
し
て
い
た
入
学
準

備
金
の
前
倒
し
支
給
は
、
委
員
会

質
疑
で
実
施
の
方
向
性
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
評
価
す
る
と
と
も
に
、

義
務
教
育
に
か
か
る
家
計
支
出
を

軽
減
す
る
た
め
に
も
就
学
援
助
の

拡
大
を
強
く
要
望
す
る
。

　

当
該
年
度
は
、
保
育
分
野
を
巡

り
様
々
な
問
題
が
発
生
し
た
。
待

機
児
童
解
消
に
向
け
全
力
を
投
じ

る
こ
と
は
自
治
体
の
責
務
だ
が
、

待
機
児
童
問
題
は
こ
れ
ま
で
の
取

組
に
責
任
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
。

保
育
需
要
の
見
通
し
や
施
設
整
備

の 
進
捗 
状
況
を
見
誤
っ
た
こ
と
を

し
ん
ち
ょ
く

示
し
て
い
る
。
ま
た「
保
育
の
質
」

に
お
い
て
も
公
立
保
育
園
の
存
在

は
重
要
。
民
営
化
方
針
を
見
直
し
、

区
立
保
育
園
を
維
持
す
べ
き
。

　

待
機
児
童
問
題
と
そ
の
緊
急
対

策
、
上
井
草
・
杉
並
保
育
園
の
民

営
化
、
高
円
寺
地
域
の
小
中
一
貫

校
計
画
、
杉
並
第
一
小
学
校
の
複

合
化
計
画
等
、
わ
が
党
区
議
団
は

区
民
周
知
の
不
十
分
さ
や
住
民
の

声
を
無
視
し
た
内
容
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
て
き
た
。
住
民
の
声
を

 
蔑 
ろ
に
し
、
計
画
を
強
行
す
る
こ

な
い
が
し

と
は
、
杉
並
区
自
治
基
本
条
例
に

も
明
確
に
反
す
る
重
大
な
問
題
で

あ
り
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

区
長
の
政
治
姿
勢
を
直
ち
に
改
め

る
よ
う
厳
し
く
求
め
る
。

　

以
上
に
よ
り
、
２
０
１
６
年
度

決
算
の
認
定
に
反
対
と
す
る
。

　

わ
が
党
区
議
団
は
、
国
の
悪
政

に
よ
り
貧
困
格
差
が
大
き
く
広
が

る
中
で
、
区
が
区
民
の
生
活
実
態

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
ど
の
よ

う
に
守
っ
て
き
た
か
、
ま
た
区
民

か
ら
の
切
実
な
要
求
を
ど
の
よ
う

に
区
政
に
反
映
さ
せ
た
か
、
と
い

う
観
点
に
立
ち
審
議
に
臨
ん
だ
。

　

実
質
賃
金
が
下
が
る
中
、
国
民

の
負
担
は
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。

区
民
の
生
活
苦
の
実
態
に
向
き
合

い
、
区
独
自
の
国
保
料
の
減
免
や

家
賃
助
成
制
度
の
実
施
等
、
直
接

住
民
の
声
を
無
視
し
た
政
治
姿
勢
を
改
め
、

住
民
の
声
を
無
視
し
た
政
治
姿
勢
を
改
め
、
住住

民
本
位
の
区
政
を

民
本
位
の
区
政
を
！！

日
本
共
産
党
杉
並
区
議
団

富　

田　

た　

く

ず
長
期
最
適
・
全
体
最
適
の
観
点

か
ら
み
て
も
、
評
価
で
き
る
結
果

と
は
い
え
ず
、
腰
を
据
え
て
長
期

的
な
財
政
展
望
を
示
し
、
事
業
の

選
択
と
集
中
に
し
っ
か
り
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。

　

次
に
、
適
切
な
事
業
執
行
が
な

さ
れ
た
か
と
い
う
点
で
は
、
区
長

を
本
部
長
と
す
る
緊
急
対
策
本
部

ま
で
設
置
し
た
「
保
育
」
に
つ
い

て
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
緊
急

対
策
を
行
っ
た
こ
と
は
、
初
動
に

致
命
的
な
遅
れ
が
あ
っ
た
と
は
い

え
私
達
も
必
要
性
に
同
感
で
あ
り
、

待
機
児
童
を
大
幅
に
減
少
さ
せ
た

こ
と
等
、
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た

こ
と
は
認
め
評
価
す
る
。
し
か
し
、

多
く
の
区
民
の
異
議
を
強
引
に
押

し
切
っ
て
公
園
ま
で 
潰 
し
て
お
き

つ
ぶ

な
が
ら
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
達
成

で
き
な
か
っ
た
結
果
責
任
は
、
そ

の
た
め
に
払
わ
れ
た
犠
牲
を
鑑
み

れ
ば
非
常
に
大
き
い
。
特
に
、
潰

し
た
公
園
近
傍
の
保
育
施
設
が
大

き
く
定
員
割
れ
し
て
い
る
現
実
を

み
る
と
、
怒
り
を
通
り
越
し
て
む

な
し
さ
す
ら
感
じ
る
。
認
可
保
育

所
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て
柔
軟
性
を

欠
き
、
地
域
偏
在
を
直
視
せ
ず
、

数
重
視
に
陥
っ
た
た
め
、
待
機
児

童
解
消
と
い
う
本
来
目
指
す
べ
き

成
果
が
後
景
に
追
い
や
ら
れ
た
結

果
だ
と
指
摘
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

以
上
か
ら
平
成　

年
度
一
般
会

２８

計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
は
反

対
と
し
、
そ
の
他
の
決
算
に
つ
い

て
は
認
定
と
す
る
。

　
　

年
度
の
区
政
運
営
は
、
付
託

２８
さ
れ
た
当
初
予
算
の
訂
正
や
補
正

予
算
を
第
７
号
ま
で
組
む
等
、
率

直
に
言
え
ば
「
先
を
見
る
目
が
な

か
っ
た
」
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

適
切
な
財
政
運
営
と
い
う
点
で

は
、
経
常
収
支
比
率
が
前
年
度
よ

り
悪
化
し
、
基
礎
的
財
政
収
支
も

マ
イ
ナ
ス
、
積
立
基
金
現
在
高
と

特
別
区
債
残
高
と
の
差
が
縮
小
。

さ
ら
に
、
債
務
負
担
行
為
総
額
が

激
増
し
て
い
る
。
主
な
財
政
指
標

か
ら
、
単
年
度
の
結
果
の
み
な
ら

財
政
悪
化
、
非
民
主
的
プ
ロ
セ
ス
。
区
政
の

財
政
悪
化
、
非
民
主
的
プ
ロ
セ
ス
。
区
政
の
抜抜

本
的
改
善
が
必

本
的
改
善
が
必
要要

自
民
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

岩　

田　

い
く
ま

q

s

r

t

uuuuuuuuuuuuuuuuuu

uuuuuuuuuuuuuuuuuu
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v
v
v
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v
v
v

v
v
v
v
v
v
v
v

　

区
議
会
は
、
区
内
の
小
規
模

事
業
者
を
取
り
巻
く
環
境
が
依

然
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
、
軽

減
措
置
の
廃
止
は
小
規
模
事
業

者
の
経
営
や
生
活
を
さ
ら
に
厳

し
い
も
の
と
し
、
ひ
い
て
は
地

域
社
会
の
活
性
化
の
み
な
ら
ず
、

日
本
経
済
の
回
復
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
も
な
り
か

ね
な
い
と
し
、
軽
減
措
置
の
継

続
を
求
め
る
意
見
書
を
、　

月
１０

　

日
付
で
都
へ
提
出
し
ま
し
た
。

１３ 「
固
定
資
産
税
及
び

「
固
定
資
産
税
及
び
都都

市
計
画
税
の
軽
減
措

市
計
画
税
の
軽
減
措
置置

の
継
続
を
求
め
る
意

の
継
続
を
求
め
る
意
見見

書
」
を
提

書
」
を
提
出出

●
お
知
ら
せ
●

◇
新
会
派
結
成
（
９
月
８
日
付
）

　

日
本
維
新
の
会

　

会
派
名
略
称
：
維
新

　

所
属
議
員
１
名
：
木
村
よ
う
こ

i

k

j

l

mmmmmmmmmmmmmmm

mmmmmmmmmmmmmmm

n
n
n
n
n
n

n
n
n
n
n
n

【
採
択
】

◇
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画

税
の
軽
減
措
置
の
継
続
に
つ
い

て
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
請

願
（　

請
願
第
１
号
）

２９

◇
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画

税
の
軽
減
措
置
の
継
続
に
つ
い

て
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
請

願
（　

請
願
第
２
号
）

２９

【
取
り
下
げ
承
認
】

◇
蚊
の
駆
除
に
関
す
る
陳
情

（　

陳
情
第　

号
）

２９

１５

◇
井
草
森
公
園
の
毛
虫
駆
除
に

関
す
る
陳
情（　

陳
情
第　

号
）

２９

１６

＝
請
願
・
陳
情
の

　

審
査
結
果
＝
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区
議
会
は
、
朝
鮮
民
主
主
義

人
民
共
和
国
の
核
実
験
に
抗
議

す
る
と
と
も
に
、
今
後
一
切
の

核
開
発
を
即
時
停
止
し
、
適
切

に
廃
棄
す
る
こ
と
を
強
く
求
め

る
要
請
書
を
、
９
月
４
日
付
で

国
務
委
員
会
金
正
恩
委
員
長
に

送
付
し
ま
し
た
。

※
意
見
書
・
要
請
書
の
全
文
は

区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共

和
国
の
核
実
験
に
抗
議

し
、
要
請
書
を
送
付

年
度
決
算
審
査
の
概

　

年
度
決
算
審
査
の
概
要要

２８２８　

平
成　

年
度
決
算
を
審
査
す

２８

る
た
め
、
全
議
員
で
構
成
す
る

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

９
月　

日
か
ら　

月　

日
ま
で

２９

１０

１２

の
９
日
間
に
わ
た
り
、
各
歳
入

歳
出
決
算
の
質
疑
等
を
行
い
ま

し
た
。

　

決
算
の
審
査
は
、
予
算
の
執

行
状
況
を
検
証
し
て
次
年
度
へ

の
行
財
政
運
営
に
反
映
さ
せ
る

重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

決
算
特
別
委
員
会

▽
委
員
長　

横
山
え
み
委
員

▽
副
委
員
長　

吉
田
あ
い
委
員

平成28年度決算額
歳　出歳　入会　計　別

1,762億1,670万1,790円1,834億8,329万5,707円一般会計

609億8,052万6,537円624億286万6,615円国民健康保険事業
会計

特
別
会
計

40億4,401万8,660円40億4,401万8,660円用地会計

374億4,346万3,393円390億4,020万4,659円介護保険事業会計

130億9,920万6,292円134億137万5,220円後期高齢者医療
事業会計

5,759万6,043円1億2,179万6,636円中小企業勤労者
福祉事業会計

2,918億4,151万2,715円3,024億9,355万7,497円合　計

決
算
特
別
委
員
会
の
様
子

　本会議や委員会は、どなたでも傍聴できます。
　本会議場で、会議の音声が聞き取りにくい方は、傍聴用ヘッドホン（有
線・無線）の貸し出しをしています（機器の数に限りがありますので、ご
利用の際は前日までにお問い合わせください）。
　一時保育（希望日の７日前までに申し込み）や手話通訳（希望日の４日
前までに申し込み）も実施しています。

傍聴の際には、ぜひご利用ください。

〈意見書・要請書の検索方法〉 　杉並区議会ホームページ　閣　会議の記録　閣　意見書・決議等
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《声・点字の区議会だより》
本紙を録音した「声の区議会だより」（カセットテープ、オーディオ版、デイジー版）、または「点字版区議会だ
より」を区内在住の視覚障害の方とご希望の方に郵送でお届けしています。お申し込みは区議会事務局へ。

議　案　等　の　概　要　と　審　議　結　果
○＝賛成　×＝反対　欠＝欠席　平成２９年１０月１３日議決（※１は９月１４日、※２は１０月２日議決）

結
果

維
新無美

杉
共
生

杉
わ

自
無

共
産

平
和

未
来

公
明

自
民概　　　要件　　　名議案

番号
可決○○○○×○×○○○○永福和泉区民事務所下高永福会議室等の目的外使用の廃止杉並区行政財産使用料条例の一部を改正する条例６４号

区　

長　

提　

出　

議　

案　

等

可決××○○×○×○○○○消費者センターの位置の変更等杉並区立消費者センター条例の一部を改正する条例６５号

可決××○○×○×○○○○天沼区民集会所の設置等杉並区立地域区民センター及び区民集会所条例の一
部を改正する条例６６号

可決×××○×○×○○○○永福体育館の位置の変更及び利用料金の設定等杉並区体育施設等に関する条例の一部を改正する条
例６７号

可決××○○×○×○○○○杉並福祉事務所の位置の変更等杉並区の福祉に関する事務所設置条例の一部を改正
する条例６８号

可決○××○×○×○○○○上井草保育園の廃止杉並区立保育所及び小規模保育事業所条例の一部を
改正する条例６９号

可決××○○×○×○○○○荻窪北児童館の廃止杉並区立児童青少年センター及び児童館条例の一部
を改正する条例７０号

可決××○○×○×○○○○子ども・子育てプラザ天沼の設置杉並区立子ども・子育てプラザ条例の一部を改正す
る条例７１号

可決○○○○○○○○○○○認知症である者等に係る区営住宅の使用料に関する事項の設
定等

杉並区高齢者住宅条例及び杉並区営住宅条例の一部
を改正する条例７２号

可決○○○○○○○○○○○契約金額：３億７,２６０万円
契約の相手方：株式会社目時工務店

杉並区立阿佐谷北保育園移転改築建築工事の請負契
約の締結について７３号

可決××○○×○×○○○
欠１

○
欠１

「財政健全化と持続可能な財政運営を確保するためのルー
ル」に基づき、今後の行政需要や災害対策に活用するため、
決算剰余金の２分の１以上を財政調整基金に積み立てること
や、（仮称）就学前教育支援センターの整備及び成田西子供園
の移転整備、阿佐谷地域区民センター及び阿佐谷児童館の移
転整備のほか、児童の受入枠拡大のための学童クラブの整備
に伴う経費など、新たな事情の変化や緊急性の観点から、２４
事業４９億１,３１７万円の補正と財源更正１事業のほか、債務負
担行為と地方債の補正

平成２９年度杉並区一般会計補正予算（第３号）
※２７４号

可決○○○○○○○○○○
欠１

○
欠１

１０月２２日の衆議院議員選挙及び最高裁判所裁判官国民審査の
実施に要する経費１億８,９１６万７千円の補正

平成２９年度杉並区一般会計補正予算（第４号）
※２７５号

認定×××○×××○○○○
歳入決算額： １,８３４億８,３２９万５,７０７円 前年度比５.０％増
歳出決算額： １,７６２億１,６７０万１,７９０円 前年度比５.２％増
差引残額　： ７２億６,６５９万３,９１７円

平成２８年度杉並区一般会計歳入歳出決算認定
１号

認定○×○○×○×○○○○
歳入決算額： ６２４億２８６万６,６１５円 前年度比１.９％減
歳出決算額： ６０９億８,０５２万６,５３７円 前年度比２.９％減
差引残額　： １４億２,２３４万７８円

平成２８年度杉並区国民健康保険事業会計歳入歳出決
算

認定
２号

認定××○○×○×○○○○
歳入決算額： ４０億４,４０１万８,６６０円
歳出決算額： ４０億４,４０１万８,６６０円
差引残額　： ０円

平成２８年度杉並区用地会計歳入歳出決算認定
３号

認定○×○○×○×○○○○
歳入決算額： ３９０億４,０２０万４,６５９円 前年度比１.９％増
歳出決算額： ３７４億４,３４６万３,３９３円 前年度比０.３％増
差引残額　： １５億９,６７４万１,２６６円

平成２８年度杉並区介護保険事業会計歳入歳出決算認定
４号

認定○×○○×○×○○○○
歳入決算額： １３４億１３７万５,２２０円 前年度比３.９％増
歳出決算額： １３０億９,９２０万６,２９２円 前年度比５.８％増
差引残額　： ３億２１６万８,９２８円

平成２８年度杉並区後期高齢者医療事業会計歳入歳出
決算

認定
５号

認定××○○×○×○○○○
歳入決算額： １億２,１７９万６,６３６円 前年度比８.２％減
歳出決算額： ５,７５９万６,０４３円 前年度比０.１％増
差引残額　： ６,４２０万５９３円

平成２８年度杉並区中小企業勤労者福祉事業会計歳入
歳出決算

認定
６号

報告
聴取－－－－－－－－－－－４件の法律上の義務に属する損害賠償額を報告

地方自治法第１８０条第１項の規定により指定された
損害賠償額の決定の専決処分をしたことの報告につ
いて　※１

報告
１６号

報告
聴取－－－－－－－－－－－地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規

定に基づく「健全化判断比率」の報告平成２８年度健全化判断比率について　※１報告
１７号

可決○○○○○○○○○○○７面をご覧ください。固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続を求め
る意見書１号

委
員
会

提
出
議
案

議員別の表決結果は、杉並区議会ホームページの「議案の一覧」でご覧になれます。
《会派名・構成人数》（平成２９年１０月１３日現在）
自民／杉並区議会自由民主党（１１人）、公明／杉並区議会公明党（８人）、未来／区民フォーラムみらい（６人）、平和／いのち・平和クラブ（６人）、共産／日本共産党杉並区議団（５人）
自無／自民・無所属クラブ（５人）、杉わ／杉並わくわく会議（１人）、共生／共に生きる杉並（１人）、美杉／美しい杉並（１人）、無／無所属（１人）、維新／日本維新の会（１人）

　杉並区議会では、年４回（２月・５月・９月・１１月）の定例会の
開催をお知らせするポスターに使う写真を、年間を通じて募集して
います。
■募集内容：杉並区内で撮影した、表情豊かな人物や季節を感じる
風景など、未発表の作品
※人物が写っている場合は、その人物の許可を得ていること。
■応募規格：データまたはプリントのどちらか
※デジタルデータの場合は、ＣＤ－Ｒに記録して応募してください。
■応募方法：①撮影者の住所・氏名・電話番号、②撮影
場所、撮影年月日、被写体についての簡単な説明を明記
の上、区議会事務局へ郵送または持参。
■その他：①杉並区議会広報委員会で審査します（賞品等はありま
せんので、ご了承ください）。②応募の際の個人情報は、本目的以外
に使用しません。③区議会ホームページに詳細を載せています。
■お問い合わせ・応募先：区議会事務局　広報担当

みなさんからの写真でポスターを作っています！ 会議録をご覧になれます
～どんなことが話し合われた？～

　本会議や委員会での議員の質問や区長等の答弁を詳しく記録した会
議録を区議会ホームページで公開しています。
　キーワードや議員名（発言者）などで、内容を簡単に絞りこめる【詳

細検索】機能もあります。現在、
２９年第２回定例会分まで掲載して
います。

このボタンから検索！

※会議録は、会議終了のおおむね２カ
月後からご覧になれます。
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